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9月定例会を開催し、22議案を審議9月定例会を開催し、22議案を審議

■お問い合わせ ： 田川市議会事務局 ／〒825-8501　田川市中央町１番１号／TEL0947（85）7170／FAX0947（44）2043

●9月定例会の議決結果
議決結果一覧
賛否の分かれた案件

2・・・・・・・・・

3●議会日誌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4●補正予算の審査概要・・・・・・・・・・・

●条例議案、一般議案、議員提出
　議案の審査概要・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 ・・・・

6・・

●議会報告会開催のお知らせ

●平成29年度各会計決算を認定

12

・・・・・・・・・●委員会の行政視察報告 11

議会報告会開催のお知らせ
第９回議会報告会を、平成30年12月1日（土）に開催します。（詳細は⑫ページに掲載）
多くの方の参加をお待ちしています。　皆さんの声をお聞かせください!

7・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
～市政を問う～ 
2日間にわたり7人の議員が質問

●一般質問
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9月定例会では32日間で22議案を審議しました

平成30年度田川市一般会計補正予算

平成30年度田川市国民健康保険特別会計補正予算

平成30年度田川市後期高齢者医療特別会計補正予算

平成30年度田川市急患医療特別会計補正予算

田川市浄化槽の普及等の推進に関する条例の制定について

田川市下水道施設整備基金条例の一部改正について

過疎地域自立促進計画の変更について

福岡県介護保険広域連合の処理する事務の変更及び福岡県介護保険広域連合規約の変更について

田川地区水道企業団の共同処理する事務の変更及び田川地区水道企業団規約の変更について

田川市教育委員会委員の任命について（加治誠子氏）
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平成29年度田川市一般会計決算

平成29年度田川市国民健康保険特別会計決算

平成29年度田川市後期高齢者医療特別会計決算

平成29年度田川市急患医療特別会計決算

平成29年度田川市住宅新築資金等貸付特別会計決算

平成29年度田川市等三線沿線地域交通体系整備事業基金特別会計決算

平成29年度田川市水道事業会計決算

平成29年度田川市病院事業会計決算

－承　認

－同　意

5

2

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第6号　平成30年度田川市一般会計補正予算］

人権擁護委員候補者の推薦について（原田幸子氏）

－原案可決8 介護サービス事業所職員の処遇改善及び労働環境改善を求める意見書について

－否　決14 田川市議会議員定数条例の一部改正について

委員会の名称：総文（総務文教委員会）、厚生（厚生委員会）、建経（建設経済委員会）

委　員　会　提　出　議　案

議　員　提　出　議　案

認　定

報　告

諮　問

市　長　提　出　議　案
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12月定例会は、12月3日（月）開会
一般質問は、12月6日（木）・7日（金）の予定です。

※いずれも10時開始予定です。

　本案は、原案のとおり可決され、意見書を国の関係機関に送付しました。主な内容は以下のとおりです。
　介護サービスの提供を担う介護職員の不足は深刻な課題であり、国においては、平成27年の介護報酬改定で
介護職員処遇改善加算を強化したが、この加算は介護職員のみを対象としているため、同じ職場内における格
差を生み出し、同時に基本報酬が引き下げられたことから、介護サービス事業所の運営にも深刻な影響が出て
いる。本市にも、市内に多くの事業所があり、事業所においては介護職員の確保に苦慮している状況等が見受
けられる。
　以上のことから、本市議会は下記の項目について強く要望する。
１ 介護サービス事業所が実情に応じた柔軟な運用ができるよう、介護人材の処遇改善においては、事業所で雇
用されている全ての職員を処遇改善の対象とすること。

２ 人員配置基準の見直し及び介護業務に係る書類作成の簡素化を図るなど、安心して働き続けられるよう、介
護サービス事業所における労働環境の改善に向けた取り組みを促進すること。

３ 以上の項目の実現を図るため、国費で費用を賄うこと。

介護サービス事業所職員の処遇改善及び労働環境改善を
求める意見書

委員会提出議案　第8号

可決

※上記以外の案件は全会一致で可決されました。　吉岡議員（議席番号：１）は議長のため採決には加わりません。

議席番号

案　件

議員名

【議案第43号】
平成30年度田川市

一般会計補正予算修正案 （提出：香月、小林）　浄化槽による汚水処理推進事業費を削減する修正案
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賛否の分かれた案件における議員別一覧

【議案第43号】
平成30年度田川市
一般会計補正予算

○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

【議案第47号】
浄化槽の普及等の推進に
関する条例の制定

○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

【議案第48号】
下水道施設整備基金条例の

一部改正
○
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○
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○× × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

【認定第1号】
平成29年度田川市
一般会計決算

○ × × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

【議員提出議案第14号】
田川市議会議員定数
条例の一部改正

○

○

○

○

○

○

○× × × × × × ○ ○ ○ 欠 × × × × ×

〇：賛成　　×：反対　　欠：欠席
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平成30年度一般会計9月補正予算　常任委員会の主な審査内容

小中学校施設維持管理経費　5,458万円
本年6月18日に発生した大阪府北部地震において、
公立小学校のブロック塀が倒れ重大事故が起きたこ
となどを受けて、緊急調査を行った結果、安全対策
が必要と判明したブロック塀の対策工事を実施する
ための経費。工事対象は、小学校9校（猪位金を除
く全校と旧船尾）及び中学校4校（後藤寺、田川、金川、
中央）で、危険度に応じて、本年度及び来年度にて
実施予定。
　委員からは、保護者の関心も高く、安全確保の観
点から、危険なブロック塀の設置箇所や改修工事の
予定等について、児童、生徒及び保護者に対する周
知を行ってほしいとの要望がありました。

トレーラーハウス購入費  8,689万円
東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ
施設として活用するもので、平成31年度に低床型ト
レーラーハウス15台を設置予定。
　委員からは、パラリンピック終了後の活用が図ら
れないことが懸念され、設置に伴う給排水設備等の
経費や維持管理経費の負担があることから、予算に
賛成できないとの反対意見がありました。
　また、委員からは、オリンピック・パラリンピッ
ク事前合宿の誘致は良い取り組みであるが、総合体
育館や市民球場等を市民が利用する中で、現在でも
多くの修繕・改修等に関する要望があると思われる
ため、予算を精査する観点から、トレーラーハウス
の設置に代わり、近隣の宿泊施設の活用等を検討し
てほしいとの要望がありました。
　このほか、委員からは、誘致の目的、効果、同キャ
ンプの規模、必要となる経費、国からの支援及び事
業終了後の設備の利活用等について、具体的かつ総
括的な説明を行ってほしいとの要望がありました。

総務文教委員会

4億9,058万円生活保護費等国庫負担金
及び国庫補助金返還金

平成29年度の事業費の確定に伴い、国県支出金等を
返還するための経費。
　執行部からは、生活保護費等の返還が高額になっ
ていることについて、予算編成時における生活保護
費を過大に見積もったことや、想定以上の生活保護
率低下に伴い、生活保護費の支給額全体が著しく減
少したことが要因であるとの説明がありました。

災害復旧費　　　　8,885万円

平成30年7月豪雨により被災した公園や市道等の復
旧に必要な経費。
　委員からは、田川市災害対応ガイドブックに土砂
災害警戒区域等として指定されている山林やのり面
以外にも、地域住民が危険や不安を感じている箇所
がある。人家等に危険を及ぼすのり面等の再点検と
災害が想定される危険箇所の側溝整備等の対策を講
じてほしいとの要望がありました。

厚生委員会 建設経済委員会

　9月定例会における補正予算は、6月補正予算編成後、新たに必要が生じた事務事業等につ
いて措置されています。
　今回の補正額は歳入歳出とも、7億6,947万9千円の増額となり、予算総額は291億2,325
万2千円になります。



　【第47号】は、本市全域を対象とした浄化槽による汚水処理の新たな制度となる「個人設置・公的管理型
浄化槽整備事業」を平成31年度から実施するに当たり、浄化槽の普及並びに適正な設置及び管理を推進する
ため、新たに条例を制定するものです。
　【第48号】は、現行の「田川市下水道施設整備基金条例」の名称を「田川市浄化槽整備基金条例」に改め、
基金を市内における浄化槽の整備に要する経費に充てることができるよう、所要の改正を行うものです。
　この2議案は、平成28年10月に、本市における汚水処理手法を公共下水道から浄化槽へ転換する方針を
市長が表明して以降、新たな浄化槽モデルの制度構築に向けて事業内容等の検討が進められ、今回の上程に
至ったものです。

議会のおしらせ　No.2025

【個人設置・公的管理型浄化槽整備事業】の概要
　当該事業は、より適正な工事と維持管理を目
指す「公的管理」と、浄化槽の早期整備を促す「財
政支援」の2つの側面から成り立っています。
　「公的管理」は、浄化槽の設置工事及び設置後
の維持管理に、市が公的に関与するもの。
　「財政支援」は、くみ取り便槽や単独処理浄化
槽からの「転換」を行おうとする住民に対し、「補
助対象の拡大」及び「補助金額の増額」という
重点的な支援を行うもの。

【厚生委員会での審査における主な意見・要望】
・浄化槽維持管理における収集運搬業務では、地区割で業者
が指定され、住民が個人の自由で業者を選択できなくなっ
ており、今の時代にそぐわない。

・下水道施設整備のために積み上げてきた基金は、下水道施
設整備で使うべき。

・中心市街地の汚水処理や市営住宅等の大型合併処理浄化槽
における計画案を早急に示して、総合的に検討した上で判
断してもいいのではないか。今回の条例上程は早すぎる。

・汚水処理対策は早急に取り組まなければならないものであ
り、事業もできあがっていることから、平成31年度から
取り組んでほしい。

・市長は、浄化槽事業の実行を断言しており、一日も早く結
論を出して、遠賀川水系の水質改善に寄与してほしい。

　厚生委員会における採決に当たり、一部反対意見があっ
たことから、採決を行った結果、賛成多数により可決され
ました。

【第47号】　田川市浄化槽の普及等の推進に関する条例の制定
【第48号】　田川市下水道施設整備基金条例の一部改正

市長提出議案　第47号・48号

可決

　この議案は、田川地区水道企業団の水道用水供給事業と企業団関係市町である本市、川崎町、糸田町及び
福智町の水道事業を統合するため、企業団の共同処理する事務を変更し、田川地区水道企業団規約の一部を
変更するものです。
　執行部からは、国交付金等の有効財源を活用した水道施設の効果的な更新整備が可能となることから、将
来にわたる水道事業の安定的な運営及び水道料金の増加の抑制による住民負担の軽減が見込まれる。また、
本市内の水道事業の実施主体は、現在の田川市水道局から田川広域水道企業団に変更されることとなるが、
市内の水道利用者の窓口となる本市水道事務所の位置及び業務内容はこれまでと同様であるため、市民の利
便性に関する影響は生じないと考えているとの説明がありました。

田川地区水道企業団の共同処理する事務の変更及び田川地区
水道企業団規約の変更

市長提出議案　第51号

可決

　この議案は、現下の社会情勢並びに本市における行財政改革推進の状況を勘案し、議員定数の削減を行う
必要があることから、次の一般選挙から田川市議会議員定数を20人から19人に改めようとするものです。
　採決を行った結果、賛成少数により、否決されました。

田川市議会議員定数条例の一部改正

議員提出議案　第14号

否決
提出者：梅林［尾﨑、北山、田守、原田、村上、今村］
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平成29年度　各会計決算を認定

一般会計歳入　281億7,861万円

　各常任委員会において出された意見、要望等を来年度の予算編成に反映できるよう、特に本市振興の有効施
策の選択、適切な執行といった観点から慎重かつ熱心に審査を行いました。
　歳入では地方交付税、国庫支出金等の依存財源が総額の約７割を占め、歳出では義務的経費を多く含む民生
費が約５割と、財政が硬直化しています。これまで同様、依存財源に頼らざるを得ない脆弱な財政体質であり、
計画的な財政運営を行うとともに、さらなる行財政改革が求められます。

市税

国庫支出金

地方交付税

市債

県支出金

使用料及び手数料

その他

【個人・法人市民税、固定資産税など】

【自治体が行う特定の事業に対して国から交付されるもの】

【自治体間の財源不均衡を調整するため国から配分されるもの】

【建設事業等の財源を調達するために行う長期の借金】

【自治体が行う特定の事業に対して県から交付されるもの】

【自治体の施設の利用や特定事務により徴収するもの】

【地方譲与税、財産収入など】

51億8,205万円

72億5,073万円

73億4,060万円

20億6,277万円

18億8,262万円

13億1,518万円

31億4,466万円

一般会計歳出　274億6,290万円

平成29年度各会計別決算状況

民生費

公債費

教育費

衛生費

総務費

土木費

議会費

その他

【高齢者福祉、児童福祉、生活保護など】

【自治体が借り入れた借金の元利償還金など】

【小・中学校、社会教育、保健体育など】

【清掃、保健衛生など】

【徴税、戸籍住民基本台帳、統計調査など】

【道路橋りょう、公園、住宅など】

【議会運営】

【消防費、農林業費、商工費、労働費など】

139億1,564万円

23億9,455万円

23億5,236万円

23億　982万円

22億7,139万円

22億2,641万円

2億2,597万円

17億6,676万円

市税
18％

国庫支出金
26％

民生費
51％

公債費
9％

教育費
9％

衛生費
8％

総務費
8％

土木費
8％

議会費
1％

その他
6％

地方交付税
26％

市債
7％

県支出金
7％

使用料及び
手数料
5％

その他
11％

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引
一般会計 281億7,861万円

67億7,195万円
6億8,787万円
2億2,614万円
2,951万円

1億7,406万円
11億6,867万円
2億　279万円
62億　120万円
5億9,387万円

国民健康保険
後期高齢者医療
急患医療
住宅新築資金等貸付
三線沿線地域交通体系整備事業基金
　　　収益的収支　※1
　　　資本的収支　※2
　　　収益的収支　※1
　　　資本的収支　※2

水道

病院

7億1,571万円
1億5,760万円
1,164万円
5,099万円
278万円

0
1億8,119万円
▲2億6,115万円
3億2,884万円
▲2億3,842万円

274億6,290万円
66億1,435万円
6億7,623万円
1億7,515万円
2,673万円

1億7,406万円
9億8,748万円
4億6,394万円
58億7,236万円
8億3,229万円

特
別
会
計

企
業
会
計

※1　経営活動によって発出するすべての収入と支出 ※2　施設の建設改良に関する投資的な収入と支出
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▼
代
表
質
問

柿
田
　
孝
子
議
員

平
成
26
年
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
に
関
し
て
一
般
質
問
し
た

際
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
児
童
1

人
当
た
り
の
専
用
面
積
は
1
・
6
5
平
方

メ
ー
ト
ル
が
望
ま
れ
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
現
状
を
問
う
。

平
均
利
用
者
数
で
算
出
し
た
場
合
、

9
ク
ラ
ブ
の
う
ち
8
ク
ラ
ブ
が
基

準
を
満
た
し
て
い
る
。
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
拡
張
、
増
築
、

移
転
、
空
き
教
室
の
活
用
等
を
含
め
て
、

学
校
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

本
市
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
条
例
に
は
、
静
養
す
る
た
め

の
機
能
を
備
え
る
と
あ
る
。
設
置
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

9
校
の
う
ち
４
校
に
設
置
し
て
お

り
、
あ
と
は
一
室
の
脇
に
休
ま
せ

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
2
0
1
9
年
度
予

算
の
概
算
要
求
で
、
公
立
学
校
の

施
設
整
備
に
18
年
度
当
初
予
算
の
3
・
5

倍
に
当
た
る
約
2
4
0
0
億
円
を
盛
り
込

む
方
針
を
固
め
た
と
発
表
が
あ
っ
た
。

　

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ

い
て
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

6
月
議
会
終
了
後
、
す
ぐ
に
庁
内

で
検
討
を
行
い
、
来
年
度
設
置
の

方
向
性
を
出
し
、
文
部
科
学
省
に
も
財
源

確
保
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
来
年

度
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
、
中
学
校
に
関
し

て
は
、中
学
校
統
合
時
を
目
指
し
て
い
る
が
、

暑
さ
対
策
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

建
物
等
が
密
集
し
、
狭
隘
道
路
や

行
き
ど
ま
り
道
路
が
多
く
残
る
地

域
に
つ
い
て
、
市
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

市
消
防
団
で
、
日
ご
ろ
の
活
動
を

通
し
て
建
物
が
密
集
す
る
場
所
や

狭
隘
道
路
等
の
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
田
川
地
区
消
防
本
部
も
、
定
期

的
な
地
理
水
利
調
査
を
通
し
て
、
建
物
や

道
路
の
状
況
把
握
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

地
域
の
自
主
防
災
会
等
の
訓
練
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
ま
ち
歩
き
や
図

上
訓
練
等
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
危
険
箇

所
や
避
難
経
路
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
が
防
災
認
識
を
共
有
す
る
た

め
に
、
建
物
の
密
集
地
や
狭
隘
道

路
等
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
明
記
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
改
訂
さ
れ
た
マ
ッ
プ
の
配

布
に
つ
い
て
問
う
。

消
防
団
や
消
防
本
部
か
ら
の
情
報

を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
反
映
さ
せ

る
こ
と
及
び
全
世
帯
に
配
布
で
き
る
仕
組

み
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
。

問答

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

問

問答問

答

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

問答

一般質問の要旨一般質問の要旨一般質問の要旨
9月6日・7日の2日間で7名の議員が市政の各分野にわたり、さまざまな観点から質問しました。

※各議員がいくつか質問した事項の中から代表的な項目を選び、以下、質問と答弁の要旨を整理して掲載します。
※全文の内容は、地区公民館等に配付している「田川市議会会議録」及び「田川市議会ホームページ」にて掲載しています。

6
日

7
日

柿　田　孝　子

石　松　和　幸

田　守　健　治

北　山　隆　之

陸　田　孝　則

佐　藤　俊　一

香　月　隆　一

7

8

8

9

9

10

10

日本共産党市会議員団

社民党市議会議員団

新風会

清風会

孔志会

日本共産党市会議員団

社民党市議会議員団

放課後児童クラブ、小中学校におけるエアコンの設置、
建物等密集地域対策

蓄電池電車（デンチャ）の後藤寺線への導入、
児童・生徒の教育相談の充実

小・中学校の教育環境、ふれあい収集、市民プールの環境整備

国道201号バイパスの安全対策、市長の市政運営の総括等

ふるさと納税

中学校再編、ハト等の被害対策

部落差別解消推進法、指定避難所等の備品等の整備

日程 議　員　名 質　問　事　項 会　 派 掲載頁

答

建
物
等
密
集
地
域
対
策
に
つ
い
て

答 問



新
　
風
　
会

社
民
党
市
議
会
議
員
団

昨
年
の
9
月
定
例
会
で
、
蓄
電
池

電
車
（
デ
ン
チ
ャ
）
の
後
藤
寺
線

へ
の
導
入
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
っ
た

が
、こ
の
１
年
間
、具
体
的
な
進
展
は
な
い
。

　

デ
ン
チ
ャ
は
、
電
化
区
間
で
は
電
車
と

し
て
走
行
し
、
走
行
・
停
車
中
に
充
電
し

た
蓄
電
池
の
力
で
非
電
化
区
間
を
走
行
す

る
。
後
藤
寺
線
へ
の
導
入
に
よ
り
、
博
多

駅
直
行
列
車
の
運
行
が
可
能
に
な
り
、
通

勤
・
通
学
を
初
め
と
す
る
乗
降
客
の
増
加

が
見
込
ま
る
。
駅
周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
、

二
酸
化
炭
素
や
騒
音
の
低
減
が
図
ら
れ
、

沿
線
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
な
る
。

　

始
発
に
な
る
本
市
が
、
導
入
に
向
け
た

積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
、
沿
線
自
治
体
と

の
協
議
や
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
の
要
望
活
動
等
を

更
に
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

導
入
に
向
け
た
協
議
を
沿
線
自
治

体
の
首
長
と
行
い
、Ｊ
Ｒ
九
州
へ

の
要
望
活
動
も
し
っ
か
り
行
い
た
い
。

本
市
の
子
供
の
貧
困
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
の
見
解
を
問
う
。

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児
童
・
生

徒
の
割
合
が
高
い
。
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
世
帯
に
お
い
て
は
、
不
登
校
、

中
退
及
び
進
学
率
等
で
厳
し
い
状
況
が
あ

る
。
背
景
に
は
、
様
々
な
家
庭
問
題
や
希

望
格
差
な
ど
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
等
の
配
置
充
実
を
含

め
た
教
育
相
談
体
制
の
確
立
が
重
要
で
あ

る
。Ｓ
Ｓ
Ｗ
等
の
活
用
及
び
子
ど
も
支
援
連

携
推
進
室
の
役
割
等
に
つ
い
て
問
う
。

福
祉
行
政
と
教
育
行
政
・
学
校
現

場
を
つ
な
ぐ
要
と
し
て
、
新
設
さ

れ
た
推
進
室
に
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
配
置
し
て
い
る
。

学
校
訪
問
等
の
際
に
、
指
導
主
事
が
同
行

す
る
と
と
も
に
、
ケ
ー
ス
会
議
等
で
情
報

の
共
有
を
図
る
な
ど
、Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
育
成
や
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

任
期
付
職
員
と
し
て
募
集
し
た
総

括
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
任
用
に
至
ら
ず
、
3

名
体
制
の
予
定
が
現
行
2
名
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
処
遇
改
善
を
訴

え
て
き
た
が
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
任

用
で
き
な
か
っ
た
要
因
と
対
策
を
問
う
。

応
募
が
な
く
、
嘱
託
職
員
の
2
名

体
制
と
な
っ
て
お
り
、Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
急

速
な
需
要
拡
大
が
要
因
と
考
え
る
。
早
期

の
任
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
来
年
度
以

降
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

教
育
委
員
会
は
福
岡
県
立
大
学
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
人
材
育
成
に
係
る
連
携
強
化
を

図
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
目
指
す
学
生
の
実
習
受

入
体
制
を
整
え
、
本
市
で
就
職
し

た
い
と
い
う
学
生
を
増
や
し
た
い
。

問 蓄
電
池
電
車（
デ
ン
チ
ャ
）の
後
藤
寺
線
へ
の
導
入
を

答 問問

答
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一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

文
部
科
学
省
で
は
、
今
夏
の
猛
暑

の
状
況
を
踏
ま
え
、
来
年
度
予
算

の
概
算
要
求
に
、
エ
ア
コ
ン
設
置
・
改
修

の
補
助
に
係
る
公
立
学
校
の
施
設
整
備
費

と
し
て
、
約
2
4
0
0
億
円
を
盛
り
込
む

方
針
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。
小
・
中
学

校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
前
倒
し
で

事
業
化
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、

検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

小
学
校
は
、
来
年
度
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
行
い
た
い
。
中
学
校
で
は
、

平
成
34
年
度
を
目
標
に
統
合
の
計
画
を
進

め
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
の
3
年
間
の
暑
さ

対
策
を
検
証
し
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

本
市
の
平
成
28
年
度
に
お
け
る
65

歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
31
・
51
％

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
高
齢
化

が
進
む
と
予
測
さ
れ
る
。
核
家
族
化
も
背

景
に
あ
り
、
高
齢
者
の
ご
み
出
し
が
困
難

で
あ
る
中
、
十
分
な
支
援
を
得
ら
れ
な
い

高
齢
者
が
ふ
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
ふ
れ

あ
い
収
集
の
目
的
に
つ
い
て
問
う
。

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
収
集
場
所

に
み
ず
か
ら
搬
出
す
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者
を
戸
別
に
訪
問
し
、

ご
み
の
収
集
を
行
う
こ
と
で
、
高
齢
者
等

の
身
体
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
在
宅
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

収
集
の
際
に
、
ご
み
が
出
て
い
な
い
場
合

や
、
希
望
者
に
声
か
け
を
行
う
な
ど
、
高

齢
者
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
や
安
否
の
確
認
等
も
行
っ
て
い
る
事
業

で
あ
る
。実

際
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
利

用
で
き
る
の
か
。

ご
み
等
を
み
ず
か
ら
収
集
場
所
へ

持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
で
、
か
つ

親
族
ま
た
は
近
隣
住
民
等
の
協
力
を
得
る

こ
と
が
困
難
な
75
歳
以
上
の
者
、
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
・
2
級
の
認
定
を
受
け
て

い
る
者
の
み
で
居
住
し
て
い
る
場
合
な
ど

が
該
当
す
る
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
日
よ
け
設
備
の

設
置
、
開
場
待
ち
の
方
に
対
す
る

暑
さ
対
策
、
不
足
す
る
駐
車
場
対
策
及
び

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
に
つ
い
て
、

考
え
を
問
う
。

日
よ
け
設
備
の
増
設
は
早
急
に
対

応
す
べ
き
課
題
で
あ
り
、
開
場
待

ち
の
方
へ
の
対
策
は
、
指
定
管
理
者
と
実

態
を
把
握
し
、
多
角
的
に
工
夫
・
改
善
し

た
い
。
駐
車
場
は
、
プ
ー
ル
周
辺
施
設
と

の
連
携
・
融
通
に
よ
り
円
滑
な
運
用
に
努

め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
も
、
十
分
検

討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問
小
・
中
学
校
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

答 問問

石
松
　
和
幸
議
員 ▼

代
表
質
問

議
員 ▼

代
表
質
問

答

問答

田
守
　
健
治

市
民
プ
ー
ル
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
収
集
に
つ
い
て

児
童
・
生
徒
の
教
育
相
談
の
充
実

答

答

問答

問答



北
山
　
隆
之

清
　
風
　
会

議
員 ▼

代
表
質
問

一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

平
成
27
年
4
月
に
二
場
市
政
が
誕

生
し
3
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、

市
長
は
選
挙
公
約
で
掲
げ
た
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
、
新
産
業
創
出
、
教
育
改
革
、

子
育
て
支
援
と
い
う
4
本
の
柱
を
中
心
に

様
々
な
政
策
を
実
施
し
て
実
績
を
残
し
て

き
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
ま

た
、
本
市
で
は
、
ご
み
及
び
し
尿
の
処
理

に
つ
い
て
、
新
た
な
建
設
場
所
等
を
長
く

議
論
し
て
き
た
が
、
二
場
市
長
の
就
任
後

に
お
い
て
、
田
川
地
域
8
市
町
村
で
取
り

組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
ご
み
及
び
し
尿
の

処
理
を
広
域
で
実
施
し
た
場
合
と
、
市
単

独
で
実
施
し
た
場
合
を
比
較
し
た
費
用
削

減
効
果
に
つ
い
て
問
う
。

ご
み
処
理
施
設
で
は
、
建
設
費
で

約
6
億
円
の
削
減
、
維
持
管
理
費

で
年
間
約
2
億
円
の
削
減
、
20
年
間
で
40

億
円
の
削
減
と
な
る
。
ま
た
、
し
尿
処
理

施
設
で
は
、
建
設
費
で
約
1
億
円
の
削
減
、

維
持
管
理
費
で
年
間
約
１
億
円
の
削
減
、

20
年
間
で
20
億
円
の
削
減
と
な
る
。

広
域
で
取
り
組
ん
だ
ほ
う
が
、
将

来
に
わ
た
る
財
政
負
担
が
よ
り
削

減
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
改
め
て
市
長

の
決
断
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
任
町
が
ご
み
処

理
関
連
施
設
を
一
手
に
引
き
受
け
た
こ
と

が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
大
任
町

長
の
決
断
を
受
け
、
大
任
町
議
会
及
び
大

任
町
民
の
皆
様
の
御
理
解
に
対
し
、
田
川

市
民
の
一
人
と
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。
ま
た
、こ
れ
ま
で
市
長
は
並
々

な
ら
ぬ
情
熱
を
持
っ
て
様
々
な
政
策
を
遂

行
し
、
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
と
確
信
し

て
い
る
が
、
市
長
の
公
約
で
あ
る
田
川
市

の
再
生
ま
で
に
は
、道
半
ば
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
市
長
の
任
期
が
残
り
1
年
未
満

と
な
っ
た
中
、今
後
ど
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
の
か
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
事
業
を
進
め
て

き
た
が
、
ま
だ
道
半
ば
の
状
況
で

あ
り
、
次
期
に
お
い
て
も
、
市
長
選
に
挑

戦
し
、
本
市
の
今
後
の
将
来
像
の
構
築
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

国
道
2
0
1
号
の
よ
う
な
広
域
幹

線
道
路
は
、
観
光
や
産
業
の
振
興

発
展
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
が
、
事
故
が
発
生
す
る
た
び
に
、

沿
道
の
住
民
や
店
舗
の
方
等
か
ら
多
く
の

不
安
の
声
を
聞
く
。
国
が
管
理
す
る
国
道

の
安
全
対
策
等
に
対
し
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
の
か
。

道
路
沿
線
の
自
治
体
で
構
成
す
る

道
路
期
成
会
の
よ
う
な
団
体
を
通

じ
て
、
関
係
機
関
へ
積
極
的
に
働
き
か
け

る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

問
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ふ
る
さ
と
納
税
の
進
化
系
と
言
わ

れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
お

け
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
は
、
行
政
課
題
を
解
決
す
る
具
体

的
事
業
に
つ
い
て
、
自
治
体
が
事
業
企
画
、

目
標
金
額
、
募
集
期
間
を
定
め
、
賛
同
す

る
一
般
の
方
か
ら
の
寄
附
で
資
金
調
達
す

る
仕
組
み
で
、
寄
附
金
は
ふ
る
さ
と
納
税

と
し
て
扱
わ
れ
る
。
非
常
に
意
義
が
あ
る

と
思
う
が
、
本
市
で
の
取
り
組
み
を
問
う
。

自
治
体
が
目
標
を
定
め
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
寄
附
を
募

る
非
常
に
い
い
制
度
で
あ
る
。
本
市
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
合

宿
地
誘
致
等
が
決
定
し
、
今
後
、
合
宿
所

建
設
等
が
課
題
と
な
る
。
現
在
、
企
業
版

の
ふ
る
さ
と
納
税
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
、

事
業
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

長
崎
県
平
戸
市
で
は
、
古
く
か
ら

交
流
が
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史

を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
高
校
生
10
人
程

度
に
渡
航
費
約
10
万
円
を
、
ま
た
、
沖
縄

県
北
谷
町
は
、
町
内
の
中
学
生
8
人
程
度

を
対
象
に
英
国
へ
の
1
週
間
の
研
修
旅
行

費
用
を
全
額
補
助
し
て
い
る
。
他
自
治
体

の
特
色
あ
る
寄
附
金
の
使
途
を
問
う
。

佐
賀
県
太
良
町
で
は
、「
来
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ａ
得
す
る
太
良
町
周
遊
旅
行
券
」

の
発
行
助
成
、
結
婚
祝
い
金
や
誕
生
祝
い
金

の
贈
呈
事
業
等
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。
栃

木
県
小
山
市
で
は
、
返
礼
品
に
「
ヤ
ク
ル

ト
レ
デ
ィ
ー
」
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
見
守
り
活
動
を
採
用
し
て
い
る
。

本
市
は
、
平
成
9
年
度
か
ら
「
ふ

る
さ
と
人
づ
く
り
基
金
」
を
活
用

し
、
海
外
研
修
を
実
施
し
て
い
た
が
、
平

成
15
年
度
に
は
新
型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

平
成
28
年
度
で
約
4
千
6
百
68
万
円
の

「
市
長
お
任
せ
」（
指
定
な
し
）
の
寄
附
金

の
財
源
を
活
用
し
、
本
市
の
将
来
や
グ

ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
の
た

め
、「
ふ
る
さ
と
人
づ
く
り
海
外
研
修
」

の
復
活
を
提
案
し
た
い
。
見
解
を
問
う
。

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
ま
た
、

日
本
の
よ
さ
も
わ
か
る
こ
と
か

ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
に
よ
り
財
源
を
確

保
し
、
復
活
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
寄
附
の
精
神
」
が
純
粋
に
実
現

し
た
例
と
し
て
、
平
成
28
年
4
月

の
熊
本
地
震
で
、
熊
本
市
へ
約
36
億
円
の

被
災
地
支
援
の
寄
附
が
あ
っ
た
。
多
く
の

人
が
返
礼
品
を
辞
退
し
、
見
返
り
を
求
め

な
い
無
垢
な
姿
勢
に
尊
敬
の
念
を
抱
か
せ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

こ
う
い
う
取
り
組
み
が
広
が
り
、

助
け
合
い
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願

う
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

市
長
の
市
政
運
営
の
総
括
等
に
つ
い
て

答

問

陸
田
　
孝
則
議
員

▼
代
表
質
問

孔
　
志
　
会

問答問

答

問答

答

答

答

問

国
道
２
０
１
号
バ
イ
パ
ス
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
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社
民
党
市
議
会
議
員
団

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

猪
位
金
学
園
設
置
ま
で
の
経
緯
の

う
ち
、
総
務
文
教
委
員
会
や
一
般

質
問
等
で
、
猪
位
金
小
中
一
貫
校
を
設
置

す
る
の
で
は
な
く
、
長
期
構
想
で
あ
る
校

区
再
編
の
中
で
再
編
を
行
う
べ
き
で
あ
る

と
議
会
が
求
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
教
育

委
員
会
は
長
期
構
想
で
あ
る
校
区
再
編
及

び
統
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
は
、
児

童
・
生
徒
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
う
た

め
、
通
学
区
域
も
含
め
て
検
討
を
行
う
こ

と
を
議
会
や
住
民
に
約
束
し
て
い
る
。

　

今
回
、
約
束
ど
お
り
校
区
の
再
編
の
中

で
通
学
区
域
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
将

来
に
わ
た
っ
て
猪
位
金
学
園
が
存
続
で
き

る
よ
う
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
見
解
を
問
う
。

現
在
、
開
校
時
と
比
較
し
て
生
徒

数
は
増
加
傾
向
で
、
複
式
等
の
心

配
も
な
い
た
め
、
現
状
で
は
一
貫
校
存
続

の
た
め
の
校
区
見
直
し
や
自
由
校
区
に
す

る
必
要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
中
学
校
再
編
に
は
猪
位
金
学
園

は
入
れ
て
い
な
い
が
、
正
式
な
青
写
真
が

で
き
れ
ば
、
住
民
、
保
護
者
、
子
供
た
ち

を
真
ん
中
に
し
て
、
ど
う
す
る
こ
と
が
一

番
い
い
か
を
考
え
、
存
続
も
含
め
て
、
ま

た
、
新
中
学
校
と
ど
の
よ
う
に
子
供
た
ち

の
希
望
を
か
な
え
て
い
く
の
が
一
番
い
い

か
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
は
変
わ
っ
て

い
な
い
。

新
中
学
校
基
本
計
画
案
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
短
期
間
で
行

う
目
的
に
つ
い
て
問
う
。

新
中
学
校
創
設
基
本
計
画
策
定
の

た
め
、
住
民
や
保
護
者
か
ら
基
本

計
画
案
に
対
し
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た

と
判
断
す
る
基
準
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の

住
民
理
解
を
得
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
回
、
市
営
住
宅
等
に
お
け
る
ふ

ん
被
害
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た

際
、
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
へ
の
ハ
ト
被
害
対
策

は
、
専
門
業
者
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
方
法
が
研
究
さ
れ
て
お
り
、
費
用
対
効

果
な
ど
対
策
の
容
易
性
等
を
踏
ま
え
、
全

入
居
者
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
ハ

ト
被
害
対
策
の
調
査
・
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

　

市
営
住
宅
等
の
ハ
ト
被
害
対
策
は
、
空

き
家
だ
け
で
な
く
、
全
体
を
ど
う
す
る
か

を
見
な
け
れ
ば
根
本
的
解
決
に
な
ら
な

い
。
見
解
を
問
う
。

市
、
住
宅
管
理
公
社
、
入
居
者
の

三
者
が
お
の
お
の
の
立
場
、
役
割

で
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ハ
ト

被
害
の
対
策
を
実
施
し
、
情
報
の
共
有
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

中
学
校
再
編
の
問
題
に
つ
い
て

答

答

一 般 質 問一 般 質 問
～　市政を問う　～～　市政を問う　～

近
年
は
、
集
中
豪
雨
や
地
震
等
の

災
害
が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
あ
り
、
常
に
防
災
体
制
を

検
証
し
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
本
市
に
お
け
る
備
蓄
品
等
の
整
備

状
況
及
び
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

福
岡
県
備
蓄
基
本
計
画
等
に
お
い

て
、
本
市
で
は
最
大
避
難
者
数
が

1
4
0
3
人
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
食
料

や
飲
料
水
は
、
今
年
度
中
に
不
足
分
を
購

入
し
目
標
を
達
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
毛
布
等
の
生
活
物
資
に
つ
い
て
は
、

保
管
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
十
分
な
数

を
備
蓄
で
き
て
い
な
い
が
、
空
き
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
努
め
る
な
ど
、
備
蓄
数
の
増

加
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に

あ
わ
せ
、
市
民
に
対
し
て
も
避
難
生
活
に

必
要
な
食
料
や
飲
料
水
等
の
備
蓄
に
努
め

る
よ
う
啓
発
し
て
い
き
た
い
。

本
年
7
月
の
豪
雨
災
害
時
に
指
定

避
難
所
等
に
2
6
6
名
の
市
民
が

避
難
さ
れ
た
。
避
難
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

扇
風
機
も
な
く
避
難
所
が
暑
い
、
蚊
取
り

線
香
が
な
い
、
情
報
が
届
か
な
い
、
板
張

り
に
横
に
な
る
と
腰
が
痛
い
な
ど
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
避
難

し
た
の
に
危
険
を
感
じ
な
が
ら
自
宅
に
帰

ら
れ
た
方
も
い
る
。
た
と
え
避
難
所
で
も
、

最
低
限
の
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

今
回
の
災
害
で
、
避
難
所
に
お
け

る
暑
さ
や
飛
び
交
う
蚊
へ
の
不

満
、
睡
眠
時
に
お
け
る
マ
ッ
ト
の
要
望
等

が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
意
見
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
関
係
課
と

し
っ
か
り
協
議
し
て
、
避
難
所
に
お
け
る

生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
た
い
。

一
昨
年
12
月
に
、
部
落
差
別
解
消

推
進
法
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律

は
、
現
在
も
な
お
、
部
落
差
別
が
存
在
す

る
こ
と
、
そ
し
て
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
国
が
明
確
に
宣
言

し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。
田
川
市
に
お
い

て
も
条
例
を
制
定
し
、
部
落
差
別
は
決
し

て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
差
別
解
消

に
向
け
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
果
た
す

と
い
う
基
本
姿
勢
を
明
確
に
示
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
条
例
制
定
に
つ
い
て
問
う
。

本
市
で
は
同
法
の
成
立
以
前
か
ら
、

実
質
的
な
差
別
及
び
心
理
的
な
差

別
の
解
消
を
目
的
と
し
た
諸
政
策
を
進
め

て
き
た
。
今
後
、
部
落
差
別
解
消
の
た
め

の
諸
施
策
を
さ
ら
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

本
市
と
し
て
も
、
部
落
差
別
の
一
日
も
早

い
解
消
に
向
け
た
方
向
性
を
示
す
と
い
う

意
味
に
お
い
て
も
、
提
案
の
あ
っ
た
条
例

化
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問

指
定
避
難
所
等
の
整
備
に
つ
い
て

答

答

問

佐
藤
　
俊
一
議
員 ▼

個
人
質
問

議
員 ▼

個
人
質
問

香
月
　
隆
一

答

問市
営
住
宅
等
の
ハ
ト
の
被
害
対
策

部
落
差
別
解
消
推
進
法
に
つ
い
て

問答

問
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﹇
千
葉
県
柏
市
﹈

　
「
カ
シ
ワ
ニ
ク
ル
」
は
、
平
成
17
年
に
編

入
合
併
さ
れ
た
旧
沼
南
町
地
区
で
運
行
さ

れ
て
い
る
予
約
型
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
で
す
。

平
成
19
年
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
コ

ミ
バ
ス
）
を
運
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
事

業
仕
分
け
の
「
要
改
善
」
判
定
を
受
け
、

平
成
25
年
に
廃
止
。
実
証
実
験
の
後
、
平

成
26
年
か
ら
本
格
運
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ダ
ン
型
タ
ク
シ
ー
（
定
員
4
名
）
2

台
を
使
用
し
、
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら

土
曜
日
の
8
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で
運
行
。

1
週
間
前
か
ら
1
時
間
前
ま
で
に
電
話
予

約
が
必
要
で
す
。
運
賃
は
同
一
区
域
内

3
0
0
円
、
別
区
域
へ
移
動
す
る
際
は

5
0
0
円
。
乗
降
場
所
は
約
4
4
0
カ
所

（
コ
ミ
バ
ス
42
カ
所
）
あ
り
、
限
り
な
く
自

宅
に
近
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
大
学
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
お
り
、
利
用
者
が
予
約
す
る
と
、

自
動
的
に
運
行
計
画
が
作
成
さ
れ
ま
す
。

車
両
に
搭
載
し
て
い
る
機
器
に
も
反
映
さ

れ
る
た
め
、
1
時
間
前
の
予
約
に
も
対
応

可
能
で
す
。
高
齢
の
利
用
者
が
多
い
た
め
、

電
話
予
約
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
機
能
的

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
も
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

利
用
者
1
人
当
た
り
8
0
0
円
を
支
払

う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
（
1
日
30
人
を
上

限
）
で
、
民
間
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
業
務

委
託
し
て
お
り
、
運
賃
収
入
は
全
て
事
業

者
の
収
入
と
な
り
ま
す
。
事
業
者
に
は
営

業
努
力
が
収
入
増
に
直
結
す
る
こ
と
、
柏

市
に
は
実
態
に
見
合
っ
た
負
担
額
に
な
る

効
果
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
民
間
事
業
者

の
自
主
事
業
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
コ

ミ
バ
ス
経
費
1
4
3
6
万
円
（
Ｈ
24
）
に

対
し
、
現
委
託
経
費
8
9
8
万
円
（
Ｈ
29
）

と
、
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

平
均
乗
合
率
は
1
・
2
人
。
今
後
の
課
題

と
し
て
、
認
知
度
の
向
上
、
運
行
区
域
の

拡
大
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
空
白
地
に
お
け
る
住
民
の
移
動
手

段
が
注
目
さ
れ
る
中
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

先
進
的
な
事
例
で
し
た
。﹇

東
京
都
墨
田
区
﹈

　

昭
和
50
年
に
就
任
し
た
当
時
の
区
長
は
、

中
小
企
業
振
興
を
区
政
の
最
重
要
課
題
に

掲
げ
ま
し
た
。
昭
和
52
年
か
ら
同
54
年
に

か
け
て
、
区
役
所
の
係
長
級
職
員
約

1
8
0
人
が
現
場
に
足
を
運
び
、「
中
小
製

造
業
実
態
調
査
」と「
商
業
関
係
実
態
調
査
」

を
実
施
。
区
民
の
在
勤
率
は
約
8
割
、
従

業
員
4
人
以
下
の
事
業
所
が
約
63
％
を
占

め
て
い
る
な
ど
の
結
果
か
ら
、
中
小
企
業

振
興
の
推
進
は
、
区
民
の
福
祉
向
上
に
つ

な
が
る
と
い
う
理
念
の
も
と
、
昭
和
54
年

に
全
国
で
初
め
て
「
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
制
定
の
翌
年
に
は
、
産
業
振
興
会

議
を
開
催
。
産
業
人
、
学
識
経
験
者
及
び

区
職
員
が
、
区
内
産
業
の
抱
え
る
諸
問
題

に
つ
い
て
共
通
認
識
を
深
め
、
多
く
の
斬

新
的
施
策
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
、
製
品
の
販
路
拡
大
を

図
る
「
産
業
会
館
」、
加
工
技
術
の
高
度
化

等
を
支
援
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
。
後
者
は
ビ
ジ
ネ
ス
・

も
の
づ
く
り
支
援
、
測
定
試
験
機
の
貸
出

を
行
う
な
ど
、
企
業
の
「
ま
ち
診
療
所
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
産
業
の
魅
力
を
発
信

す
る
「
３
М
運
動
」、人
材
を
育
成
す
る
「
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
す
み
だ
塾
」
及
び
各
種
支
援

事
業
を
実
施
。
最
近
の
調
査
で
、
数
年
以

内
に
も
の
づ
く
り
企
業
の
約
25
％
が
廃
業

す
る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、
事
業
継
承
の

対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
た
め
、
事
業
の
第
3
者
継
承
及
び

後
継
者
支
援
等
に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
振
興
は
、
本
市
の
経
済
活

性
化
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
墨
田

区
の
中
小
企
業
振
興
の
歴
史
や
斬
新
的
な

各
種
施
策
な
ど
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

﹇
島
根
県
津
和
野
町
東
京
事
務
所
﹈

　

津
和
野
町
東
京
事
務
所
が
平
成
26
年
4

月
、
東
京
都
文
京
区
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

町
に
よ
る
東
京
事
務
所
の
開
設
は
、
全
国
的

に
も
非
常
に
珍
し
い
事
例
で
す
。
津
和
野
町

と
文
京
区
は
、
文
豪
・
森
鴎
外
の
生
誕
と
終

焉
の
地
と
し
て
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
文
化
や
教
育
な
ど
様
々
な
分
野
で
協

力
し
て
き
た
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
初
2
カ
年
は
町
観
光
協
会
へ
委
託
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
度
か
ら
町
職

員
2
名
を
配
置
し
直
営
に
転
換
。
移
住
・

定
住
促
進
、
観
光
振
興
及
び
物
産
の
販
路

拡
大
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
物
産
販
売
、
物
産
取

扱
い
店
舗
の
開
拓
、
農
業
林
業
イ
ベ
ン
ト
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
、
旅
行
ツ
ア
ー
及

び
津
和
野
高
校
入
学
説
明
会
等
を
開
催
す
る

な
ど
、
島
根
と
東
京
を
結
ぶ
相
互
交
流
拠
点

と
し
て
、
津
和
野
町
の
情
報
発
信
の
た
め

様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
2
年
の
成
果
と
し
て
は
、
新
規
就

農
者
1
名
、
高
校
留
学
者
5
名
の
輩
出
や

農
産
物
・
地
酒
の
取
扱
い
店
舗
の
開
拓
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
、
物
産
販
売
も
好
評
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
の

調
査
で
は
、
東
京
在
住
者
の
約
4
割
が
地

方
へ
の
移
住
を
予
定
又
は
検
討
し
た
い
と

答
え
て
お
り
、「
田
舎
暮
ら
し
」
の
興
味
・

関
心
の
高
ま
り
が
伺
え
ま
す
。
本
市
の
情

報
を
効
果
的
に
発
信
し
、
そ
の
需
要
を
取

り
込
む
施
策
の
検
討
が
必
要
で
す
。

予
約
型
相
乗
り
タ
ク
シ
ー

「
カ
シ
ワ
ニ
ク
ル
」
に
つ
い
て

建
設
経
済
委
員
会

平
成
30
年
7
月
18
日
〜
7
月
20
日

【
視
察
参
加
議
員
】
陸
田
・
村
上
・
石
松

中
小
企
業
振
興
条
例
の

理
念
に
基
づ
く
施
策
に
つ
い
て

津
和
野
町
東
京
事
務
所
の

　
　
　
　
　
　
取
組
に
つ
い
て

▲柏市
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田川市議会

ご案内

　議会活動の状況や各常任委員会からの報告のほか、市民の皆さんとの意見交換
を実施する予定です。事前申し込みは必要ありません。多くの方の参加をお待ちし
ています！
　皆さんの声をお聞かせください！

田川市民会館  講堂
（田川市大字伊田2550-1　0947-44-5110）

・総務文教委員会　東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組み
・厚 生 委 員 会　高齢者施策
・建設経済委員会　水道事業の統合

●各常任委員会からの報告事項

●市民との意見交換

平成30年12月1日
10時～11時30分

日  時

場  所

主な内容

土

※インターネット中継も行う予定です。（http://mms.archives.tagawa.fukuoka.jp/live）
※当日の様子は後日、インターネット録画中継による視聴もできます。


